
 

 

 

第９回定例理事会議案 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

日 時：令和７年１０月３０日（ 木 ） 

午後０時３０分 

場 所：道北なよろ農業協同組合本所 役員会議室 

 

 

 

 

 

 

       道北なよろ農業協同組合 

 

 



（報告事項） 

1. 令和７年度外国人技能実習生受入事業について（別紙１Ｐ） 

 

  2. みのり監査法人期中監査Ⅱについて（別紙２Ｐ） 

 

  3. 令和７年度ＪＡ共済コンプライアンス点検結果について（別紙３～１１Ｐ） 

 

  4. 米・大豆調製状況について（別紙１２Ｐ） 

 

  5. 青果物の取り扱い状況について（別紙１３Ｐ） 

 

  6. 名寄市農業委員会報告について（別紙１４～２１Ｐ） 

 

 

（決議事項） 

1. 財務管理規程の一部改正について（別紙２２Ｐ） 

 別紙のとおりご承認下さい。 

 

  2. 組合と理事との契約（貸付）について（別紙２３～２４Ｐ） 

別紙のとおりご承認下さい。 

 

  3. 与信残高４，０００万円超への貸付に係る承認について（別紙２５Ｐ） 

別紙のとおりご承認下さい。 

 

  4. 組合員勘定制度に基づく審査方針・基準について（別紙２６Ｐ） 

     別紙のとおりご承認下さい。 

 

 

  

※ 参考  第８回定例理事会議事録（別紙２７～３０Ｐ） 

 

 



 

令和７年度外国人技能実習生受入事業について 

 

 

修了証書授与：日時 令和７年１０月２７日（月）午後１時３０分 

       場所 ＪＡ道北なよろ 智恵文支所 

 

帰 国 日：令和７年１０月２８日（火） 千歳⇒上海 

 

 

1



計算書類等監査日程表

１．監査実施項目
(1) 内部統制の運用状況評価（キーコントロールの検証）

(2) 期中実証手続

(3) IT統制評価

(4) 内部統制の整備状況の評価（追加実施分）

２．監査日程

＜備考＞

１. は、13時30分頃に伺う予定です。

２. 「内部統制運用状況評価」では、事前に依頼しております資料を閲覧し、検証および決裁の

証跡確認と一部取引については基礎資料との数値の整合性の確認を実施いたします。

お手数ですが、事前依頼資料は、初日開始時点で監査会場に全部門の分をご用意願います。

３.

４. 最終日は常勤理事等を参集しての講評は行いません。

５.

６. 日程表の午前・午後は、目安の時間帯です。

７.

【内部統制運用状況評価の分担】

11月19日(水) 11月20日(木) 11月21日(金)

内部統制運用状況評価
（信用・IT）

内部統制運用状況評価
（管理：会計・IT）

期中実証手続（購
買）

上記参照

午前
打ち合わせ（固定資産
取得・らくみらんど検

討）

公認会計士

大 西 重 延

午後 議事録査閲 経営分析

午前

責任者

午前
内部統制運用状況評
価（資材・農機）

内部統制運用状況評価
（管理：給与）

上記参照販売

担当

久坂・永井

永井

部門

実証手続

ＩＴ統制

組合名 道北なよろ
年　度 令和７年度
区　分 期中Ⅱ

第１日 第２日 第３日

公認会計士

午後
内部統制運用状況評価

（信用） 同上
同上

期中実証手続（退引）

午後
内部統制運用状況
評価（給油）

同上

午後
内部統制運用状況評
価（資材・農機）

同上

午前
内部統制運用状況
評価（販売）

農協監査士補

永 井 麻 衣

赤 澤 多 計 志

主査

農協監査士

久 坂 真

11月19日(水)

管理 赤澤・久坂

信用 赤澤

共済 工藤

部門

購買

「信用部門WT」では、IT統制評価も実施する予定です。

部門 担当

信用部門WT
（新貸出SYS）

期中実証手続（購
買）

同上

内部統制運用状況
評価（共済・IT）

担当

農協監査士補
午前

工 藤 翔 偉

午後
信用部門WT
（新貸出SYS）

期中実証手続を実施するために、事前に資料を依頼する予定です。

同上

監査時間は、開始時刻が９時00分（初日を除く）、終了時刻が17時00分(最終日を除く)の予定です。最終日
11/21（金）は14時45分頃終了予定です。
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令和７年産もち米調製状況

各施設調製状況

施設名 受入終了見込 調整終了見込 調整率

　風連ＲＣ 10/24終了 11月上旬 　はくちょう：色下2％・網下3％

　名寄玄バラ 10/15終了 11月下旬 　風の子　　：色下3％・網下4％

　上川ＲＴ 10/10終了 11月中旬

　風連玄バラ 10月末 11月下旬

品種別入庫明細 単位：俵 10/20現在

主食用米 加工用米 合計（主食＋加工）

面積(a) 入庫見込 面積(a) 入庫見込 面積(a) 入庫見込

はくちょうもち 162,430.89 161,418.5 50,172.7 49,422.0 212,603.6 210,840.5 9.9

風の子もち 39,289.20 42,838.5 74,545.1 71,821.0 113,834.3 114,659.5 10.1

もち米計 201,720.09 204,257.0 124,717.8 121,243.0 326,437.9 325,500.0 10.0

地区別入庫明細 単位：俵

地区 面積ha 入庫見込 反収

風連 2,237.97 219,524.5 9.8

名寄 1,026.41 105,975.5 10.3

計 3,264.38 325,500.0 10.0

令和７年産大豆受入状況

作付面積 479ha

受入状況 風連ＲＣ：11/上旬予定 智恵文Ｃ：9/30~

10/20現在

施設名 受入基数 調製基数 備考 荷受反収：4.6俵

風連ＲＣ 平均荷受水分：15.5％

智恵文Ｃ 953 451 荷受品位：良品仕分67％・しわ仕分22％・汚粒率：7％

計 953 451 調製率（良品仕分）：製品69％・網下28％・転選3％

品種 反収
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令和7年度　青果物取扱状況

令和 7年10月20日現在

作物名 収穫・選果（予定）等 反収見込 販売状況等 その他特記

食用馬鈴薯

10月16日受入終了

R7受入重量：2,233,740㎏（60㏊）

R6受入重量：1,941,140kg（55㏊）

現在は、種芋の選果期間に入っている

ため食用は合間に選果している状況。

選果終了予定は2月下旬頃。

R7見込　3,250kg/10a

R6実績　3,242㎏/10a

市況

３L　1,600円 　２L　1,900円

L　　1,800円　 LM　1,500円

M　  1,200円

※全道的に減収となっている事から市況は

11月以降も期待できる見込み

加工用についても減収に

より、業者が原料集めで

食用品種にまでオファー

がきている状況

生食南瓜

10月20日選果終了予定

取扱見込：148,000ケース

（計画：165,000ケース　90％）

味早太 1,198kg・味平 920kg

※うらら   931kg

※収穫量平均1,400～1,500㎏

製品率　65％前後

市況

5・6玉  2,200円

4・7玉  2,000円

後半の品種については、

生食・加工向け共に疫病

が多発し製品率が著しく

低下

玉葱

9月8日より選果開始

10月16日受入終了（1,090基）

R7受入重量：1,404,000㎏（35㏊）

R6受入重量：2,337,490㎏（35㏊）

R7見込　3,200kg/10a

R6実績　5,707㎏/10a

市況

２L　4,500円 　L大　4,300円

L　　3,800円　    M　3,200円

※全道的に減収となっている事で出荷開始

以降市況は上昇し続けている

全道的に定植の遅れ、肥

大期の高温及び干ばつの

影響で例年にない小玉傾

向。　また多雨の影響か

腐敗により製品率が低下

（個人差有）
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財務管理規程 新旧対照表 

新 旧 備考 

財務管理規程 

 

 

（別 表） 

   第６条第２項の規定する基準額はつぎのとおりとする。 

 

                        

区   分 金   額 

現金手持高 

１．本所 

２．名寄支所（営農センター含む） 

３．智恵文支所 

 

 

 

 

当座的預金 

１．北海道信連 

２．北海道銀行名寄支店 

３．北星信金風連支店 

４．ゆうちょ銀行九八八店 

 

２００，０００千円以内 

１００，０００千円以内 

４０，０００千円以内 

 

 

 

 

資金繰り運用額の範囲 

（１，５００，０００千円） 

   （５０，０００千円） 

  （１００，０００千円） 

   （１３，０００千円） 

  この規程は令和７年１１月１日から施行する。 

財務管理規程 

 

 

（別 表） 

   第６条第２項の規定する基準額はつぎのとおりとする。 

 

                       （単位：千円） 

区   分 金   額 

現金手持高 

１．本所 

２．名寄支所 

３．智恵文支所 

 

 

 

 

当座的預金 

１．北海道信連 

 

２．北海道銀行名寄支店 

３．北星信金本店 

４．北星信金風連支店 

５．北洋銀行名寄支店 

６．北星信金中央通支店 

 

２００，０００以内 

１００，０００以内 

 ４０，０００以内 

 

 

 

 

 

資金繰り運用額の範囲 

（１５億） 

  この規程は平成２３年１０月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

営農センター現金

について明確化し

た。 

 

 

 

 

 

当座的預金の預け

先別在高を定める

と共に現在利用中

口座へ修正した。 
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1.

２.

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

３.

貸 出 額 （ 円 ） 21,450,000

組合と理事との契約（貸付）

下記契約について協議願います。

貸 出 先 名

氏 名 株式会社 ZAC智恵文　（ 構成員 宗万　利行 ）

貸 出 条 件

資 金 名 ＪＡフルスペックローン （金利　固定型）

資 金 使 途 モアコンディショナー

貸 付 利 率 基準金利　２．００％

貸 付 年 月 日 令和   ７年 １１月 ２０日

償 還 期 限 令和 １６年 １１月 ３０日 １０回

担 保

（単位：千円）

借入資金残高 21,836 協会保証 43,286

なし

貸 出 方 法 証書貸付

今回借入金 21,450

農地根抵当 0

計 43,286  計 43,286

①保全余剰 0

②組勘極度額 0 ①-② 0

（９） 保 証 北海道農業信用基金協会

本 件 対応 後の 与信 残高 （単位：千円）

手 形 貸 付 0

証 書 貸 付 12,986

ク ミ カ ン 貸 越 極 度 額 0

債 務 保 証 0

合 計 12,986
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1.

２.

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

３.

債 務 保 証 0

合 計 5,400

手 形 貸 付 0

証 書 貸 付 2,400

ク ミ カ ン 貸 越 極 度 額 3,000

（９） 保 証 北海道農業信用基金協会

本 件 対応 後の 与信 残高 （単位：千円）

①保全余剰 0

②組勘極度額 3,000 ①-② △ 3,000

計 8,000  計 8,000

農地根抵当 0

借入資金残高 0 協会保証 8,000

今回借入金 8,000

貸 出 方 法 証書貸付

担 保 なし

（単位：千円）

償 還 期 限 令和 １０年 １１月 ３０日 ４回

貸 出 額 （ 円 ） 8,000,000

貸 付 利 率 基準金利　２．９５％

貸 付 年 月 日 令和   ７年 １１月 ２５日

貸 出 条 件

資 金 名 農業近代化資金 （金利　固定型）

資 金 使 途 玉ねぎ移植機

組合と理事との契約（貸付）

下記契約について協議願います。

貸 出 先 名

氏 名 瑞生第１玉ねぎ生産組合  ( 構成員 山崎　一浩 )
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1.

２.

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

３.

償 還 期 限 令和 １３年 １１月 ３０日

貸 出 方 法 証書貸付

計 82,812  計 85,477

①保全余剰 2,665

貸 出 条 件

資 金 名 ＪＡフルスペックローン （金利　固定型）

資 金 使 途

与信残高４千万円超への貸付について

下記契約について協議願います。

貸 出 先 名

氏 名 平間　京太

コンバイン

貸 出 額 （ 円 ） 16,000,000

貸 付 利 率 基準金利　２．８０％

貸 付 年 月 日 令和 　７年 １１月 ２７日

今回借入金 16,000

担 保

（単位：千円）

借入資金残高 66,812 協会保証 71,212

７回

なし

農地根抵当 14,265

本 件 対 応 後の 与信 残高 （単位：千円）

手 形 貸 付 0

証 書 貸 付 26,322

②組勘極度額 20,000 ①-② △ 17,335

（９） 保 証 北海道農業信用基金協会

ク ミ カ ン 貸 越 極 度 額 20,000

債 務 保 証 0

合 計 46,322

25



組合員勘定制度に基づく審査方針・基準について 

 

 組合員勘定制度取引事務手続（第 5条 営農計画書等の審査）に基づき、理事会において審査方針・

基準を設定する。 

 

設定日 令和７年 10月 30 日 

 

第１．営農計画書の審査について 

１．クミカン制度を利用する者は、原則１月３１日までに営農計画書を樹立し、道北なよろ農協

（以下農協という）に提出するものとする 

２．営農計画書の審査にあたっては、原則面談により審査を行うものとする 

３．審査にあたっては、収入計画・支出計画ともに内容の真実性、妥当性及び実効性を基本として 

過去実績に基づく販売実績を考慮し、経営状況を把握するため営農管理報告書等を十分に参酌 

し審査をするものとする 

  ４．その他、審査の詳細においては、担当部署において毎年度農業情勢及び各部署の状況を考慮し 

審査を行うものとする 

  ５．営農計画書の審査基準は、農業収入及び農外収入により農業経費及びその他支出額が充当でき 

ることを原則とするが、一時的に単年度では補えない支出が見込まれる場合においては資金受 

入等の収入を見込むことが出来るものとする 

  ６．担当部署において審査を経たものを職務権限表に基づく組合員供給査定と併せて決裁を終えた 

    ものを決定とする 

    ※ただし、特定組合員においては経営改善特別対策委員会要領に基づき審査を行うものとする 

     

第２．各限度額の設定について 

  １．第１-5において審査を経た営農計画において、資金供給限度額・貸越極度額・家計費現金供給 

限度額の設定を行い、第１-６により決定する 

  ２．資金供給限度額については、単年度収入の範囲内において設定する 

  ３．貸越極度額については、毎月の収支差額による貸越ピーク額を予測し、個々の信用限度の範囲 

    内において設定する 

  ４．家計費現金供給額については、営農計画として認められた家計費のうち現金支出の累計額をも 

って設定する。（累計額については月別設定額を原則とし冠婚葬祭等に関わる一時金を含む） 

 

第３．その他 

  １．組合員制度に基づく審査方針・基準については、重要な変更をある場合を除き毎年度適用する 

ものとする。 

  ２．重要な変更がある場合は、理事会により決定するものとする 
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1 

 

決 

裁 

組合長 専 務 常 務 参  事 部  長 課 長 課長補佐 

       

 

第８回定例理事会議事録 

 

1. 開催日時  令和 7年９月２９日（月） 午前１０時３０分 

2. 開催場所  名寄市風連町本町 62番地 道北なよろ農業協同組合本所 役員会議室 

3. 理事総数  理事   13名 

4. 監事総数  監事   4名 

5. 出席理事  村上組合長、小川専務、中村常務、山崎理事、中村理事、小泉理事、 

宗万理事、鷲見理事、大久保理事、山家理事、北野理事、松本理事、 

中野理事 

                       計 13名 

6. 欠席理事  な し 

7. 出席監事  五十嵐代表監事、松崎常勤監事、永井監事、齋藤監事    計 4名 

8. 欠席監事  な し 

9. 陪席職員   石山参事、斉藤部長、奥山部長、佐藤部長、安達部長 

           藤原次長、吉田次長、齋藤次長、宗片室長、多田課長 

10. 議長    村上組合長 

 

小川専務    出席のお礼を述べ、組合長が議長となり理事会を開催することを告げる。 

 

村上組合長   出席のお礼と併せ、収穫作業の状況について報告し、議案審議に入ること

を告げる。 

 

報告事項 

1. 令和７年産農産物の販売状況・施設操業状況について 

佐藤部長    別紙１Ｐに基づき報告する。 

藤原次長    別紙２Ｐに基づき報告する。 

北野理事    南瓜の腐敗について、加工より生食の方が少ないと思われる。共選施設の 

稼働を鑑み、按分できれば良いのではないか。又、ほっこりうららについて 

腐敗が多いので、代替品種等の検討をしているのか説明願う。 

藤原次長    生食南瓜はキュアリングを十分に行っている為、出荷後の段階では腐敗が

少ないですが、農家出荷前段階では腐敗が多いと思われます。 

        ほっこりうららについては、現段階で他の品種試験もしていない為、変わ
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る品種がありません。できる限り早い段階での出荷をしていただく等の対応

をとっています。 

村上組合長   今年の南瓜ついては腐敗が多い。原因を把握し生食南瓜へ誘導するなどの

対応も必要である。 

北野理事    生食南瓜については、部会からの農薬助成により、加工南瓜より防除が多

いため、結果として腐敗が少なくなったのではないか。いずれにせよ南瓜作

付けが不可となれば、代替作物の作付けは難しいものがあるので、関係各位

と協議・対応を願う。 

中野理事    スイートコーン出荷体制の変更について、どのような効果があったか説明

願う。 

藤原次長    農家側ではそれほど労力削減にはなっていないと思います。施設側からす

ると、パレット輸送になったため従前は１台あたり積込時間が３時間程度か

かっていましたが、変更後は１時間を切る積込時間となり、さらには常温で

の滞留時間も減少したため、労力的にも品質的にも効果があると感じていま

す。 

 

2. 風連 RC施設改修増強工事に関する入札結果・工事工程について 

佐藤部長    別紙３～５Ｐに基づき報告する。 

 

3.  名寄市農業委員会報告について 

小川専務    １０月からの農地斡旋について農業公社を介するため、今後は依然と比

較し２０日程度手続き期間が余計に係る旨の説明と併せ、別紙６～１０Ｐ

第７回名寄市農業委員会総会議案の確認を願い報告とする。 

 

決議事項 

1. 出資金持分譲渡の申し出について 

斉藤部長    別紙１１Ｐに基づき説明する。 

村上議長    質疑を求めるがなく、出席した理事全員が異議なく了承した。 

 

2. 防衛施設事業に係る固定資産の賃貸契約について 

斉藤部長    別紙１２～１３Ｐに基づき説明する。 

村上議長    質疑を求めるがなく、出席した理事全員が異議なく了承した。 

 

3. リスク評価書の一部変更について 

斉藤部長    別紙１４～５０Ｐに基づき説明する。 

村上議長    質疑を求めるがなく、出席した理事全員が異議なく了承した。 
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4. 与信残高４，０００万円超への貸付に係る承認について 

奥山部長    別紙５１～５３Ｐに基づき説明する。 

山崎理事    格納庫について、３棟合わせての金額か説明願う。 

奥山部長    ３棟合わせてです。 

村上議長    他に質疑を求めるがなく、出席した理事全員が異議なく了承した。 

 

以上をもって全議案の審議を終了したので、午前１１時１１分議長は閉会を宣言した。 

 上記議事の経過およびその結果を明確にするため、この議事録を作成し、出席理事および

出席監事は下記に記名捺印する。 

 

 

令和 7年９月２９日 

 

道北なよろ農業協同組合 

 

議長   代表理事組合長   村 上   清 

 

 

     代表理事専務    小 川 和 則 

 

 

                       常 務 理 事   中 村 静 男 

 

 

                       理     事   山 崎 一 浩 

 

      

                  理     事   中 村 耕 司   

 

                                       

理     事   小 泉 博 志 

 

 

                       理     事   宗 万 利 行 

29



4 

 

                       理     事   鷲 見 悦 朗 

 

   

                     理     事   大久保 裕 司 

 

 

                       理     事   山 家 智 彦 

 

 

                       理     事   北 野 裕 介 

 

 

                       理     事   松 本 和 俊 

 

 

                       理     事   中 野 清 隆 

 

 

代 表 監 事   五十嵐 真 吾 

 

                        

                常 勤 監 事   松 崎 千 春 

 

 

                       監     事   永 井 健 一 

 

 

                       監     事   齋 藤   覚 
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